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議
長
年
頭
あ
い
さ
つ

　

町
民
の
皆
様
、
新
年

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

旧
年
中
は
矢
吹
町
議

会
に
対
す
る
深
い
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
７
年
を

振
り
返
り
ま
す
と
、
１

月
に
は
埼
玉
県
八
潮
市

で
の
道
路
陥
没
事
故
、

２
月
に
は
大
船
渡
市
の

大
規
模
山
林
火
災
、
11

月
に
は
大
分
市
で
住
宅

が
170
棟
以
上
延
焼
す
る

火
災
、
12
月
青
森
東
方

沖
地
震
が
発
生
し
、
八

戸
市
で
震
度
６
強
を
記

録
し
ま
し
た
。
暑
い
夏

で
も
あ
り
ま
し
た
の

で
、
防
災
対
策
と
合
わ

せ
て
猛
暑
対
策
の
必
要

性
を
強
く
感
じ
た
と
こ

ろ
で
す
。

　

県
内
で
は
２
月
に
記

録
的
大
雪
と
な
り
、
会

津
16
市
町
村
に
災
害
救

迎迎    
春春助

法
が
適
用
さ
れ
ま
し

た
。
会
津
の
町
村
議
長

会
議
長
か
ら
矢
吹
町
は

雪
の
心
配
も
な
く
、
国

道
４
号
、
東
北
本
線
、

高
速
道
路
、
福
島
空
港

と
大
変
羨
ま
し
い
と

言
っ
た
お
話
を
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
で
環
境
が
違

う
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
年
末
に
か
け

て
全
国
的
に
熊
の
人
的

被
害
に
街
を
歩
き
回
る

熊
の
動
画
報
道
が
あ

り
、
国
政
で
は
10
月
に

国
内
で
初
め
て
女
性
と

し
て
高
市
首
相
が
誕
生

し
ま
し
た
。
こ
う
し
た

中
で
、
議
会
に
お
け
る

一
般
質
問
も
、
生
活
、

イ
ン
フ
ラ
、
防
災
等
多

岐
に
わ
た
り
ま
し
た
。

女
性
議
員
に
よ
り
内
容

も
多
様
化
し
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　

全
国
町
村
議
会
議
長

会
で
の
要
望
書
で
は
、

議
会
構
成
は
男
性
が

86
％
、
女
性
が
14
％
で

女
性
議
員
が
少
な
い
こ

と
、
厚
生
年
金
へ
の
地

方
議
会
議
員
の
加
入
、

休
暇
・
休
職
の
整
備
、

議
員
報
酬
、
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
に
関
す
る
項
目
等

が
あ
り
ま
す
。
当
議
会

と
し
て
は
、
議
会
基
本

条
例
に
明
示
さ
れ
て
い

る
議
会
の
活
動
原
則
に

基
づ
い
た
行
動
を
す
る

と
と
も
に
、
全
国
の
要

望
書
の
内
容
も
含
め
て

議
論
を
重
ね
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
町
民

福
祉
に
資
す
る
議
会
を

構
築
し
て
い
き
ま
す
。

　

結
び
に
、
令
和
８
年

が
矢
吹
町
と
町
民
の
皆

様
に
と
っ
て
、
素
晴
ら

し
い
一
年
と
な
り
ま
す

よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

　
矢
吹
町
議
会
議
長

�

　
藤
井
　
源
喜



〔　3　〕　 やぶき議会だより　210 号

定
例
会
の
あ
ら
ま
し

第450回
令和７年 令和７年 12月定例会12月定例会

定
例
会
の
あ
ら
ま
し

　
第
４
５
０
回
12
月
定
例

会
は
、
12
月
５
日
か
ら
12

日
ま
で
の
８
日
間
の
会
期

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
長
よ
り
提
出
さ
れ

た
、
令
和
７
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
・
条
例
の
改

正
な
ど
、
議
案
33
件
、
陳

情
４
件
に
つ
い
て
審
議
し

ま
し
た
。

　
８
日
か
ら
一
般
質
問
が

行
わ
れ
、
５
名
の
議
員
が

登
壇
し
町
政
を
質
し
ま
し

た
。　
　
　

　
さ
ら
に
総
務
教
育
・
産

業
民
生
の
両
常
任
委
員
会

及
び
第
一
・
第
二
予
算
特

別
委
員
会
に
議
案
が
付
託

さ
れ
、
関
係
各
課
の
説
明

を
受
け
審
査
し
ま
し
た
。

　
12
日
の
本
会
議
に
お
い

て
各
委
員
会
報
告
の
後
に

審
議
し
た
結
果
、
議
案
は

全
員
異
議
な
く
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

令和７年度　12月補正予算令和７年度　12月補正予算

その他の補正予算

議案第57号　令和７年度矢吹町一般会計補正予算（第３号）� （１万円未満切り捨て　△減額）

○一般会計補正額� ７，４４７万円

主な補正財源（歳入）
・町税� 5,632万円
・国庫支出金� △2,784万円
・県支出金� 1,136万円
・繰入金� 2,722万円
・諸収入� 431万円
・町債� 20万円

◎予算総額� ８３億２，９１５万円

主な使いみち（歳出）
・障がい者自立支援事業� 3,991万円
・強い農業づくり推進事業（トマト農家への助成金）�1,500万円
・排水路整備事業（一本木7号線）� 3,500万円
・県人事委員会勧告に基づく人件費等の精査� 2,447万円
・物価高騰に伴う小中学校やその他の
　　施設の燃料費や電気料金等の光熱水費� 1,187万円

（単位 : 千円）
会　計　区　分 補　正　額 補正後の額

議案第58号 令和７年度矢吹町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 148,502 1,736,198

議案第59号 令和７年度矢吹町介護保険特別会計補正予算（第２号） 65,023 1,723,676

議案第60号 令和７年度矢吹町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 336 231,717
� （単位 : 千円）

会　計　区　分 補　正　額 補正後の額

議案第61号 令和7年度矢吹町水道事業会計補正予算（第１号）
収益的

収 入 0 429,189

支 出 1,539 446,696

資本的
収 入 2,500 74,801

支 出 2,500 141,459

議案第62号 令和7年度矢吹町下水道事業会計補正予算（第１号）

収益的
収 入 0 578,069

支 出 216 594,147

資本的
収 入 5,000 438,227

支 出 5,000 558,068



やぶき議会だより　210 号　 〔　4　〕

定
例
会
の
あ
ら
ま
し

◎
関
根
貴
将
〇
小
島
紀
子

　
髙
久
美
秋　
冨
永
創
造

　
鈴
木
隆
司　
角
田
秀
明

　
藤
井
源
喜

議
案
第
33
号　
矢
吹
町
公

告
式
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　
本
町
に
お
け
る
条
例
や

規
則
等
の
公
布
を
す
る
た

め
の
掲
示
板
に
つ
い
て
、

デ
ジ
タ
ル
機
器
が
広
く
町

民
に
普
及
し
、
住
民
が
容

易
に
閲
覧
す
る
こ
と
を
可

能
と
す
る
た
め
、
例
規
の

公
布
を
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
専
用
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
す

る
こ
と
を
基
本
と
し
、
町

内
に
あ
る
一
部
の
掲
示
場

の
廃
止
を
行
う
た
め
に
所

要
の
語
句
の
改
正
を
行

う
。

議
案
第
36
号　
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
期
末
・
勤
勉
手
当
及
び

職
員
の
給
料
表
に
つ
い

て
、
県
人
事
委
員
会
勧
告

を
踏
ま
え
、
条
例
の
一
部

を
改
正

使
用
料
・
手
数
料
の
見
直

し
に
伴
う
条
例
改
正
に
つ

い
て

　
「
使
用
料
・
手
数
料
の

設
定
に
お
け
る
基
本
方

針
」
に
基
づ
く
見
直
し
を

行
い
、
当
該
使
用
料
・
手

数
料
の
適
正
化
を
図
る
た

め
、
各
条
例
に
つ
い
て
所

要
の
改
正
を
行
う
。

議
案
第
34
号　
矢
吹
町
行

政
不
服
審
査
法
の
規
定
に

よ
る
提
出
資
料
等
の
写
し

等
の
公
布
に
係
る
手
数
料

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条

議
案
第
37
号　
矢
吹
町
固

定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

議
案
第
38
号　
矢
吹
町
手

数
料
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

議
案
第
39
号　
矢
吹
町
公

民
館
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

議
案
第
40
号　
矢
吹
町
複

合
施
設
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

議
案
第
41
号　
矢
吹
町
文

化
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
「
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
法
等
の
一
部
改
正
す
る

法
律
」
の
公
布
に
伴
い
、

令
和
８
年
度
よ
り
、「
乳

児
等
通
園
支
援
事
業
（
い

わ
ゆ
る
こ
ど
も
誰
で
も
通

園
制
度
）」
が
開
始
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
児
童
福
祉

法
34
条
の
16
第
１
項
に
基

づ
く
整
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

制審
査
の
結
果

　
全
委
員
異
議
な
く
原
案

の
通
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

産
業
民
生

常
任
委
員
会

◎
三
村
正
一
〇
梅
宮
美
和
子

　
芳
賀
慎
也　
鈴
木
浩
一

　
青
山
英
樹　
熊
田　
宏

　
堀
井
成
人

使
用
料
・
手
数
料
の
見
直

し
に
伴
う
条
例
改
正
に
つ

い
て

　
「
使
用
料
・
手
数
料
の

設
定
に
お
け
る
基
本
方

針
」
に
基
ず
く
見
直
し
を

行
い
、
当
該
使
用
料
・
手

数
料
の
適
正
化
を
図
る
た

め
、
各
条
例
に
つ
い
て
所

要
の
改
正
を
行
う
。

議
案
第
35
号　
矢
吹
町
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
46
号　
矢
吹
町
健

康
セ
ン
タ
ー
施
設
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
48
号　
矢
吹
町
農

業
集
落
排
水
処
理
施
設
設

置
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

議
案
第
49
号　
矢
吹
町
農

業
集
落
排
水
事
業
分
担
金

徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

議
案
第
50
号　
矢
吹
町
営

駐
車
場
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

議
案
第
51
号　
矢
吹
町
都

市
公
園
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

議
案
第
52
号　
矢
吹
町
下

水
道
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

議
案
第
53
号　
矢
吹
町
下

水
道
事
業
受
益
者
負
担
金

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

議
案
第
54
号　
矢
吹
町
水

総
務
教
育

常
任
委
員
会

議
案
第
42
号　
矢
吹
町
ふ

る
さ
と
の
森
芸
術
村
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
43
号　
矢
吹
町
屋

内
外
運
動
場
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
44
号　
矢
吹
町
体

育
施
設
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

議
案
第
45
号　
矢
吹
町
勤

労
者
体
育
施
設
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
47
号　
矢
吹
町
農

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
設

置
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

議
案
第
55
号　
矢
吹
町
放

課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

の
整
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
等

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
「
児
童
福
祉
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
」
が

公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
関
係
す
る
町
の
条
例

に
つ
い
て
、
所
要
の
改
正

を
行
う
。

議
案
第
56
号 

矢
吹
町
乳

児
等
通
園
支
援
事
業
の
整

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例

道
事
業
給
水
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

陳
情
第
５
号　
「
院
所
・

事
業
所
の
継
続
と
ケ
ア
労

働
者
が
働
き
続
け
ら
れ
る

環
境
整
備
の
た
め
、
診
療

報
酬
・
介
護
報
酬
な
ど
公

定
価
格
の
引
き
上
げ
を
求

め
る
意
見
書
」
の
提
出
に

つ
い
て

陳
情
第
６
号　
「
最
低
賃

金
を
引
き
上
げ
や
す
い
環

境
整
備
の
た
め
に
、
中
小

企
業
・
小
規
模
事
業
者
支

援
の
拡
充
を
求
め
る
意
見

書
」
の
提
出
に
つ
い
て

陳
情
第
７
号　
物
価
上
昇

に
見
合
う
年
金
引
き
上
げ

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

に
つ
い
て

陳
情
８
号　
中
町
地
内
町

道
北
町
新
町
（
歩
道
）
改

修
工
事
等
に
関
す
る
陳
情

審
査
の
結
果

　
全
委
員
異
議
な
く
原
案

の
通
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。
陳
情
４

件
は
、
全
委
員
異
議
な
く

採
択
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。
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第
一
予
算

特
別
委
員
会

委
員
長�
芳
賀　
慎
也

副
委
員
長�

冨
永　
創
造

委　
　
員�

堀
井　
成
人

�

鈴
木　
隆
司

�

髙
久　
美
秋　

�

梅
宮
美
和
子

�

欠 

熊
田　
　
宏

議
案
第
58
号　
令
和
７
年

度
矢
吹
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

議
案
第
59
号　
令
和
７
年

度
矢
吹
町
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）

議
案
第
60
号　
令
和
７
年

度
矢
吹
町
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

議
案
第
61
号　
令
和
７
年

度
矢
吹
町
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

議
案
第
62
号　
令
和
７
年

度
矢
吹
町
下
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

主
な
質
疑

《
上
下
水
道
課
》

鈴
木
隆　
上
水
道
配
水
管

の
修
繕
は
ど
こ
か
。

委
員
長�

角
田　
秀
明

副
委
員
長�

小
島　
紀
子

委　
　
員�

関
根　
貴
将

�

鈴
木　
浩
一

�

三
村　
正
一

�

青
山　
英
樹

議
案
第
57
号　
令
和
７
年

度
矢
吹
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）　　

主
な
質
疑
内
容

《
総
務
課
》

三
村　
起
債
の
考
え
方
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
期

間
を
定
め
て
い
る
か
。

答　
建
物
の
耐
用
年
数
で

決
め
て
い
ま
す
。

《
税
務
課
》

鈴
木
浩　
農
業
所
得
者
に

対
す
る
償
却
資
産
の
課
税

に
つ
い
て
、
収
納
率
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　
土
地
、
家
屋
、
償
却

資
産
の
３
つ
を
合
わ
せ
た

も
の
が
固
定
資
産
税
な
の

で
、
償
却
資
産
の
み
の
収

納
率
に
つ
い
て
は
把
握
し

て
お
り
ま
せ
ん
。

三
村　
町
税
の
延
滞
状
況

で
未
回
収
は
何
件
か
。

答　
現
時
点
で
は
把
握
し

て
い
ま
せ
ん
、
未
回
収
の

圧
縮
に
努
め
て
い
ま
す
。

《
保
健
福
祉
課
》

小
島　

放
課
後
等
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
《
障
が
い
の
あ

る
子
ど
も
（
主
に
小
学
生

〜
高
校
生
）
を
対
象
に
行

う
福
祉
サ
ー
ビ
ス
》
は

何
ヶ
所
あ
る
の
か
。

答　
２
ヶ
所
で
す
。

小
島　

放
課
後
等
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
は
送
迎
さ
れ
て

い
る
か
。

答　
事
業
者
は
役
場
駐
車

場
に
迎
え
に
来
る
た
め
送

迎
は
あ
り
ま
す
。

三
村　
障
が
い
者
、
障
が

い
児
、
重
度
障
が
い
で
、

何
人
い
る
の
か
。

答　
療
養
等
給
付
費
・
療

養
介
護
が
5
名
、
生
活
保

護
給
付
費
が
48
名
、
施
設

入
所
支
援
給
付
費
が
17

名
、
就
労
継
続
支
援
給
付

費
Ａ
型
が
18
名
、
Ｂ
型
が

64
名
、
自
立
訓
練
が
6
名

に
な
り
ま
す
。

《
農
業
振
興
課
》

鈴
木
浩　
ト
マ
ト
黄
化
葉

巻
病
の
助
成
は
任
意
組
合

も
対
象
に
な
る
か
。

答　
Ｊ
Ａ
以
外
の
農
家
も

対
象
と
す
る
予
定
で
す
。

三
村　
ど
の
よ
う
に
助
成

す
る
の
か
。

答　
10
㌃
あ
た
り
上
限
20

万
円
で
、
複
合
的
に
資
材

等
を
対
策
す
る
必
要
が
あ

る
た
め
割
増
分
の
3
分
の

1
を
助
成
す
る
予
定
で

す
。

《
都
市
整
備
課
》

小
島　
街
路
灯
は
リ
ー
ス

と
聞
い
て
い
る
が
内
訳

は
。

答　

10
年
間
の
リ
ー
ス

で
、
設
置
費
用
と
保
守
点

検
費
用
が
入
っ
て
い
ま

す
。

《
教
育
振
興
課
》

関
根　
中
学
校
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

工
事
が
不
採
用
に
な
っ
た

の
は
何
故
か
。

答　
国
の
財
源
不
足
に
よ

る
も
の
で
す
。

関
根　
体
育
館
空
調
設
置

工
事
も
予
算
が
カ
ッ
ト
さ

れ
た
の
か
。

答　
空
調
に
関
し
て
は
、

採
択
を
受
け
て
工
事
中
で

す
。
今
回
の
補
正
は
起
債

充
当
率
90
％
か
ら
１
０

０
％
に
よ
る
歳
入
の
増
額

で
す
。

《
生
涯
学
習
課
》

三
村　
こ
と
ぶ
き
大
学
の

報
償
費
81
万
円
増
額
に
つ

い
て
、
積
算
の
基
礎
は
。

答　
月
２
回
の
分
科
会
に

戻
す
こ
と
で
協
議
し
1
月

〜
3
月
分
の
講
師
謝
礼
を

計
上
し
た
も
の
で
す
。

《
子
育
て
支
援
課
》

小
島　
妊
産
婦
健
康
診
査

は
単
価
が
増
加
し
た
の

か
、
そ
れ
と
も
人
数
が
増

加
し
た
の
か
。

答　
当
初
予
算
に
お
い
て

減
少
を
見
込
ん
で
い
ま
し

た
が
見
込
み
よ
り
も
人
数

が
増
加
し
ま
し
た
。

小
島　
昨
年
度
の
出
生
数

は
75
名
だ
っ
た
が
今
年
度

は
何
人
か
。

答　
80
名
を
超
え
る
く
ら

い
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

審
査
の
結
果

　
全
委
員
異
議
な
く
原
案

の
通
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

答　
町
内
全
域
で
す
。
漏

水
が
発
生
し
た
際
の
修
繕

費
用
に
な
り
ま
す
。

高
久　
下
水
道
事
業
会
計

で
、
補
正
前
の
工
事
請
負

費
2
千
9
百
万
円
は
、
寺

内
地
内
の
工
事
だ
け
か
。

答　
そ
の
通
り
で
す
。
機

能
強
化
事
業
の
最
終
年
度

の
工
事
と
し
て
管
路
の
更

新
や
マ
ン
ホ
ー
ル
の
入
れ

換
え
工
事
に
な
り
ま
す
。

高
久　
工
事
請
負
費
が
5

百
万
円
増
額
に
な
っ
て
い

る
理
由
は
。

答　
寺
内
消
防
屯
所
北
側

の
狭
い
道
路
で
の
工
事
を
、

当
初
は
片
側
交
互
通
行
で

設
計
し
て
い
ま
し
た
が
、

道
路
管
理
者
と
の
協
議
に

よ
り
、
迂
回
路
を
設
け
る

こ
と
に
な
っ
た
た
め
の
増

額
と
、
マ
ン
ホ
ー
ル
の
入

れ
換
え
工
事
を
仮
設
排
水

管
の
設
置
等
に
よ
り
施
工

す
る
た
め
の
増
額
で
す
。　

審
査
の
結
果

　
全
委
員
異
議
な
く
原
案

の
通
り
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

第
二
予
算

特
別
委
員
会

鈴
木
浩　
農
業
所
得
者
に
対
す

る
償
却
資
産
の
課
税
に
つ
い

て
、
収
納
率
を
知
り
た
い
。

　
　
答　
土
地
、
家
屋
、
償
却

資
産
の
３
つ
を
合
わ
せ
た
も
の

が
固
定
資
産
税
な
の
で
、
償
却

　
　
　
　
資
産
の
み
の
収
納
率

に
つ
い
て
、
個
別
に
は
把
握
し

て
お
り
ま
せ
ん
。
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（
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質
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）

①関根　貴将　� ……………　７ページ
　１．町民本位の予算編成及び執行について
　２．小中学校給食費無償化について
②小島　紀子� 　……………　８ページ
　１．文化・スポーツ振興基金の原資調達法は
　２．ふるさと納税寄附金の使い方は
③冨永　創造� ……………　９ページ
　１．給付金等分かりやすい広報やぶきを
　２．開拓ロードや袖ヶ舘城跡の利活用は
④三村　正一� ……………　10ページ
　１．ＡＩオンデマンドバス見直しの必要性を問う
　２．スマートパーク用地の今後の利用法は
⑤青山　英樹� ……………　11ページ
　１．非受益者から見た負担応分が妥当かどうかの判断は
　２．バス運行は費用対効果の効率性に欠けるのでは

　12月定例会では５人の議員が登壇し一般質問を行いました。
　次のページからは、要点をまとめて掲載しています。詳細はホームページでご覧になれます。

～ 一 般 質 問 ～～ 一 般 質 問 ～町政を問う町政を問う ５人登壇

第450回議会（12月）定例会議案 賛否表
○は賛成、●は反対、退席の場合は退、欠席は欠、議長裁決以外は議の表示

議　　案　　名
議
員
名

�

可
・
否

梅
宮
美
和
子

小
島
紀
子

芳
賀
慎
也

関
根
貴
将

髙
久
美
秋

鈴
木
浩
一

冨
永
創
造

三
村
正
一

鈴
木
隆
司

青
山
英
樹

熊
田　
宏

角
田
秀
明

堀
井
成
人

藤
井
源
喜

報告 第 6 号 専決処分の報告について(専決第12号　損害賠償の額を定めることについて) 了承 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ 〇 ○ 議
議案 第33号 矢吹町公告式条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 ○ 〇 ○ ○ ○ 〇 ○ 議
議案 第34号 矢吹町行政不服審査法の規定による提出資料等の写し等

の交付に係る手数利に関する条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ 議
議案 第35号 矢吹町コミュニティプラザ条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ 議
議案 第36号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議案 第37号 矢吹町固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
議案 第38号 矢吹町手数料条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議
議案 第39号 矢吹町公民館条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ ○ ○ 〇 〇 議
議案 第40号 矢吹町複合施設条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ ○ ○ 〇 ○ 議
議案 第41号 矢吹町文化センター条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 議
議案 第42号 矢吹町ふるさとの森芸術村条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 議
議案 第43号 矢吹町屋内外運動場条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 議
議案 第44号 矢吹町体育施設条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 議
議案 第45号 矢吹町勤労者体育施設条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 議
議案 第46号 矢吹町健康センター施設条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 議
議案 第47号 矢吹町農村環境改善センター設置条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 議
議案 第48号 矢吹町農業集落排水処理施設設置条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 議
議案 第49号 矢吹町農業集落排水事業分担金微収条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 議
議案 第50号 矢吹町営駐車場の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 議
議案 第51号 矢吹町都市公園条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 議
議案 第52号 矢吹町下水道条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 議
議案 第53号 矢吹町下水道事業受益者分担金条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 議
議案 第54号 矢吹町水道事業給水条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 議
議案 第55号 矢吹町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に

関する基準を定める条例等の一部を改正する条例 可決 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 議
議案 第56号 矢吹町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例 可決 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 議
議案 第57号 令和7年度　矢吹町一般会計補正予算(第3号) 可決 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 議
議案 第58号 令和7年度　矢吹町国民健康保険特別会計補正予算(第1号) 可決 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 議
議案 第59号 令和7年度　矢吹町介護保険特別会計補正予算(第2号) 可決 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 議
議案 第60号 令和７年度矢吹町後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号）可決 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 議
議案 第61号 令和7年度　矢吹町水道事業会計補正予算(第1号) 可決 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 議
議案 第62号 令和7年度　矢吹町下水道事業会計補正予算(第2号) 可決 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 議
議案 第63号 議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 議
議案 第64号 矢吹町長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 議
議案 第65号 令和7年度矢吹町一般会計補正予算(第4号) 可決 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 議
発議 第 4 号 院所・事業所の継続とケア労働者が働き続けられる環境整備のた

め、診療報酬・介護報酬など公定価格の引上げを求める意見書(案) 可決 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 議

発議 第 5 号 最低賃金を引き上げやすい環境整備のために、中小
企業・小規模事業者支援の拡充を求める意見書(案) 可決 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 議

発議 第 6 号 物価上昇に見合う年金引き上げを求める意見書(案) 可決 〇 〇 ○ 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 議
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町
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質
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町
民
本
位
の
予
算
編
成
及
び
執
行
に
つ
い
て

問　
令
和
７
年
度
当
初
予

算
に
お
い
て
は
、
矢
吹
町

の
将
来
を
見
据
え
、
歳
出

予
算
の
縮
減
と
な
っ
た
も

の
で
あ
り
、
財
政
調
整
基

金
を
取
り
崩
さ
ず
当
初
予

算
の
編
成
に
尽
力
し
た
こ

と
は
、
評
価
で
き
る
も
の

と
感
じ
て
い
る
が
、
令
和

７
年
度
の
予
算
執
行
に
つ

い
て
、
町
民
の
方
々
か
ら

の
不
平
不
満
、
苦
情
な
ど

が
届
け
ら
れ
て
い
る
こ
と

も
事
実
で
あ
る
。
敬
老
会

に
お
い
て
は
75
歳
以
上
の

方
々
に
カ
ス
テ
ラ
等
の
品

が
届
け
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
が
、
経
緯
と
今
後
の
対

応
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
町
長　
敬
老
会
に
つ

い
て
は
本
年
３
月
議
会
定

例
会
に
お
い
て
矢
吹
町
敬

老
祝
金
等
支
給
条
例
の
一

部
改
正
を
行
っ
て
お
り
、

条
例
に
基
づ
く
祝
品
で
も

な
い
こ
と
か
ら
、
今
年
度

か
ら
配
付
を
し
な
い
こ
と

と
い
た
し
ま
し
た
。

問　
や
ぶ
き
太
鼓
ま
つ
り

の
中
止
、
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

祭
り
の
大
幅
な
予
算
カ
ッ

ト
な
ど
も
あ
る
が
、
こ
と

ぶ
き
大
学
の
予
算
の
縮
減

は
、
生
涯
学
習
を
体
現
す

る
高
齢
者
の
方
々
の
学
び

と
人
生
の
喜
び
を
も
奪
い

か
ね
な
い
と
危
惧
す
る

が
、
今
後
の
見
解
を
伺

う
。

答　
町
長　
生
涯
学
習
の

推
進
や
高
齢
者
の
生
き
が

い
づ
く
り
の
観
点
か
ら
極

め
て
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
、
12
月
の
補
正
予

算
に
計
上
し
て
対
応
す
る

と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

来
年
度
の
予
算
編
成
の
検

討
に
お
い
て
も
考
慮
し
て

ま
い
り
ま
す
。

小中学校給食費無償化について

問　
当
町
で
は
、
令
和
３

年
度
よ
り
給
食
費
の
半
額

補
助
が
実
施
さ
れ
て
お

り
、
年
間
約
４
０
０
０
万

円
ほ
ど
の
財
源
が
投
入
さ

れ
て
い
る
。
来
年
度
か
ら

国
に
よ
る
小
学
校
給
食
無

償
化
が
実
施
さ
れ
た
場

合
、
小
学
生
へ
の
補
助
が

な
く
な
る
分
、
当
町
の
財

政
的
負
担
も
軽
減
さ
れ
る

も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
軽

減
さ
れ
た
予
算
を
ほ
か
に

充
当
す
る
の
で
は
な
く
、

矢
吹
町
の
将
来
を
担
う
子

供
達
、
そ
し
て
子
育
て
世

代
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
に
も
、
中
学
生
の

給
食
無
償
化
に
充
当
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
、
来
年
度

よ
り
小
中
学
校
一
斉
に
給

食
費
無
償
化
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
る
こ
と
が
出
来
る

が
、
見
解
を
伺
う
。

答　
教
育
長　
小
中
学
校

の
給
食
費
無
償
化
に
つ
き

ま
し
て
は
、
子
育
て
環

境
、
教
育
環
境
の
充
実
、

ひ
い
て
は
子
育
て
世
代
に

選
ば
れ
る
町
の
評
価
に
結

び
つ
く
も
の
と
考
え
て
お

り
、
将
来
の
町
財
政
へ
の

影
響
な
ど
も
勘
案
し
な
が

ら
検
討
を
深
め
て
ま
い
り

ま
す
。

問　
学
校
給
食
は
日
々
の

食
事
の
３
分
の
１
を
占

め
、
成
長
期
に
お
け
る
子

供
た
ち
に
と
っ
て
は
極
め

て
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
お
り
、
物
価
高
騰
や
米

不
足
等
の
影
響
に
よ
っ
て

給
食
の
質
や
量
を
低
下
さ

せ
て
は
な
ら
な
い
も
の
と

考
え
る
、
国
か
ら
の
助
成

で
は
足
り
な
い
よ
う
で
あ

れ
ば
、
矢
吹
町
の
子
供
た

ち
の
た
め
に
も
町
か
ら
の

支
援
が
必
要
だ
と
考
え
る

が
、
執
行
部
の
考
え
を
伺

う
。

答　
教
育
長　
物
価
高
騰

対
応
重
点
支
援
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
の
活
用
の
検

討
を
行
う
な
ど
、
安
全
・

安
心
で
お
い
し
い
給
食
の

提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

答 
町
民
本
位
の
視
点
を
基
本
に

�

財
政
の
健
全
性
と
両
立
さ
せ
る

答 将来の町財政への影響なども
� 勘案しながら検討を深める

そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

猛
暑
に
よ
る
ト
マ
ト
黄
化
葉
巻

病
や
熊
の
対
策
に
つ
い
て

関
せき
根
ね
　貴
たか
将
まさ
　議員

一般質問の動画
をご覧いただけ
ます。
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町
政
を
問
う
（
一
般
質
問
）

問　
基
金
が
誕
生
し
た
経

緯
を
お
尋
ね
す
る
。

答　
教
育
長　
本
町
の
文

化
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
図

る
た
め
、
平
成
８
年
３
月

に
矢
吹
町
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
振
興
条
例
を
制
定
す
る

と
と
も
に
、
財
源
を
確
保

す
る
目
的
で
、
矢
吹
町
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金

条
例
を
制
定
し
、
基
金
を

設
置
し
ま
し
た
。
こ
の
基

金
は
利
子
収
入
等
の
積
み

立
て
で
運
用
し
て
い
ま

す
。

問　
過
去
に
ど
の
よ
う
な

利
用
者
が
い
た
か
。

答　
教
育
長　
助
成
状
況

は
表
１
の
通
り
で
す
。
主

な
内
容
は
、
文
化
で
は
全

国
大
会
出
場
等
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
で
は
、
町
内
に

住
所
を
有
し
、
学
校
の
部

活
動
以
外
の
ク
ラ
ブ
チ
ー

ム
に
所
属
す
る
小
学
生
か

ら
大
学
生
、
ま
た
成
人
が

各
種
ス
ポ
ー
ツ
競
技
の
全

国
大
会
や
東
北
大
会
に
出

場
す
る
際
の
助
成
で
す
。

問　
文
化
事
業
の
助
成
申

請
件
数
が
少
な
い
。
以
前

は
出
版
費
用
等
が
助
成
さ

れ
た
記
憶
が
あ
る
が
、
申

請
方
法
が
難
し
い
の
か
。

答　
生
涯
学
習
課
長　
難

し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
広
報
等
で
も
そ
の
よ

う
な
事
業
を
や
っ
て
い
る

と
載
せ
て
あ
り
ま
す
。
今

後
さ
ら
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き

ま
す
。

問　
原
資
確
保
の
取
組
み

は
。

答　
教
育
長　
近
年
は
年

間
お
お
む
ね
１
０
０
万
円

程
度
の
減
少
が
続
い
て
い

ま
す
。
町
内
企
業
や
団
体

へ
の
寄
附
の
働
き
か
け
や

協
賛
を
得
る
た
め
の
環
境

づ
く
り
、
ふ
る
さ
と
納
税

制
度
の
活
用
も
視
野
に
入

れ
な
が
ら
、
持
続
可
能
な

財
源
の
確
保
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
の
使
い
方
は

答 

寄
附
者
の
ご
意
向
に
沿
い
有
効
に
活
用
す
る

文化・スポーツ振興基金の
� 原資調達法は

問　
過
去
３
年
間
の
ふ
る

さ
と
納
税
寄
附
額
の
推

移
、
返
礼
品
等
に
つ
い
て

伺
う
。

答　
町
長　
過
去
３
年
間

の
推
移
は
表
２
の
通
り
で

す
。
今
年
度
10
月
末
現
在

で
人
気
の
返
礼
品
は
、
料

理
酒
・
米
・
み
そ
・
日
用

品
商
品
等
で
す
。
寄
附
目

標
額
１
億
円
を
目
指
し
取

り
組
み
ま
す
。

問　

寄
附
金
の
使
い
方

は
。

答　
町
長　
矢
吹
町
ふ
る

さ
と
思
い
や
り
基
金
条
例

に
基
づ
い
て
、
基
金
に
積

み
立
て
し
な
が
ら
、
寄
附

者
の
ご
意
向
に
沿
う
よ

う
、
様
々
な
事
業
に
充
当

し
て
い
ま
す
。
寄
附
金
の

使
い
道
は
表
３
の
通
り
で

す
。

問　
矢
吹
町
の
魅
力
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
努
力

答 ふるさと納税制度の活用も
� 視野に入れながら財源を確保する

一般質問の動画
をご覧いただけ
ます。

小
こ
島
じま
　紀
のり
子
こ
　議員

表２　ふるさと納税寄附件数・寄附額
年　度 寄附件数(件) 寄附額(円） 備　　考

令和４年度 711 1,103万

令和５年度 854 1,025万

令和６年度 3,782 6,148万 ふるさと納税課新
設により体制強化

令和７年度
(10月末現在) 2,289 4,186万 前年同月比較1.8倍

表３　寄附金の使途 ( 単位　円 )

年　　度 基金積立て 基金より
一般会計繰入 主な内訳

令和４年度 約780万
※ 680万

放課後児童クラブ事業　　 450万
ごみ減量化遺魂し運動推進事業
　　　　　　　　　　　　 200万

令和５年度 約1,000万 3,517万

小中学生学力向上対策事業 1,335万
小中学校教材購入等 　　   900万
遺魂し運動推進事業           387万
自然環境保全事業               410万
行政区活動支援事業           270万
まちづくり団体支援事業    180万

令和６年度
直接各事業に充当
残り5400万を
基金に積立て

5,400万 766万
公共交通推進事業               521万
防災行政無線管理運営事業 182万
自然環境保全事業                 50万

※�農家支援のためのガバメントクラウドファンディング寄附金300万円を除く

表１　文化・スポーツ振興基金の助成状況
年　度 文　　化 スポーツ 合　　計 基金

残高件数 総額 件数 総額 件数 総額
令和４年度 3 23 万 58 96 万 61 119 万 847 万
令和５年度 1 20 万 49 73 万 50 93 万 754 万
令和６年度 0 0 万 53 80 万 53 80 万 674 万
令和７年度 4 8 万 31 52 万 35 60 万 －
※令和７年度は12月１日現在　件数単位：件　総額・残高単位：円

し
て
い
る
こ
と
は
。

答　
町
長　
自
転
車
の
オ

ー
ダ
ー
券
、
カ
ブ
ト
エ
ビ

米
な
ど
本
町
な
ら
で
は
の

返
礼
品
の
掲
載
や
、
光
南

高
校
へ
の
応
援
を
使
途
と

し
た
寄
附
ペ
ー
ジ
の
開
設

な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。
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町
政
を
問
う
（
一
般
質
問
）

問　
な
ぜ
、
使
用
料
・
手

数
料
の
見
直
し
が
今
な
の

か
。

答　
町
長　
公
共
施
設
の

適
切
な
維
持
、
サ
ー
ビ
ス

の
安
定
的
な
提
供
、
受
益

者
負
担
の
適
正
化
及
び
持

続
的
な
財
政
運
営
の
観
点

か
ら
、
今
回
の
見
直
し
を

図
り
ま
し
た
。　

問　
大
池
公
園
キ
ャ
ン
プ

場
の
使
用
が
無
料
の
理
由

を
た
ず
ね
る
。

答　
町
長　
有
料
と
し
た

問　
西
側
地
域
里
山
づ
く

り
事
業
が
ま
ち
づ
く
り
総

合
計
画
か
ら
消
え
た
の
は

な
ぜ
か
。

答　
町
長　
総
合
計
画
の

自
然
環
境
保
全
施
策
と
し

て
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー

ド
、
あ
ず
ま
や
等
の
ハ
ー

ド
面
が
一
段
落
し
、
環
境

整
備
保
全
を
課
題
と
し
な

が
ら
も
、
公
園
管
理
事
業

の
事
業
統
合
を
図
り
ま
し

た
。

問　
開
拓
ロ
ー
ド
や
袖
ヶ

舘
の
環
境
美
化
整
備
を
主

体
的
に
取
り
組
む
考
え
は

な
い
か
。

答　
町
長　
開
拓
ロ
ー
ド

や
袖
ヶ
城
舘
跡
な
ど
、
矢

吹
町
西
側
地
域
の
草
刈
り

等
、
負
担
の
大
き
い
環
境

開拓ロードや袖ヶ舘城跡の利活用は
答 自然や里山風景を積極的に発信します

場
合
に
は
、
管
理
業
務
を

担
う
職
員
の
配
置
及
び
管

理
受
付
施
設
の
整
備
な
ど

が
必
要
と
な
り
、
新
た
な

費
用
負
担
が
生
じ
、
料
金

設
定
に
よ
る
収
入
よ
り

も
、
大
き
く
上
回
る
た

め
、
現
時
点
で
は
無
料
と

判
断
し
ま
し
た
。

問　
給
付
関
係
の
申
請
に

は
分
か
り
易
い
発
信
が
必

給
付
金
等
分
か
り
や
す
い

�

広
報
や
ぶ
き
を

答 
電
話
な
ど
組
み
合
わ
せ
た
理
解
し
や
す
い

�

情
報
提
供
に
努
め
る

美
化
活
動
に
つ
い
て
、
福

島
県
、
町
、「
里
山
創
生

や
ぶ
き
」
な
ど
の
地
域
団

体
と
連
携
し
、
持
続
可
能

な
美
化
活
動
の
在
り
方
を

検
討
い
た
し
ま
す
。

問　
開
拓
ロ
ー
ド
や
袖
ヶ

舘
の
利
活
用
を
ど
う
図
る

の
か
。

答　

町
長　
「
ふ
く
し
ま

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
お
け

る
観
光
客
の
誘
致
と
関
係

人
口
の
創
出
・
拡
大
を
促

進
す
る
た
め
、
駅
を
拠
点

と
し
た
町
独
自
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
企
画
の
検
討
及
び

観
光
資
源
で
あ
る
西
側
地

域
の
自
然
や
里
山
の
風
景

な
ど
の
魅
力
を
積
極
的
に

発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

一般質問の動画
をご覧いただけ
ます。

開拓ロードとあずまや

大池公園キャンプ場

  冨
とみ
永
なが
　創
そう
造
ぞう
　議員

要
と
考
え
る
が
所
見
を
伺

う
。

答　
町
長　
給
付
金
事
業

等
の
実
施
に
あ
た
っ
て

は
、
制
度
の
内
容
や
対
象

者
の
状
況
に
応
じ
て
、
紙

面
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
電

話
や
窓
口
等
、
組
み
合
わ

せ
な
が
ら
理
解
し
や
す
い

情
報
提
供
に
努
め
ま
す
。
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町
政
を
問
う
（
一
般
質
問
）

問　
財
政
健
全
化
の
取
組

み
中
で
あ
る
事
を
鑑
み
、

高
齢
者
等
の
交
通
弱
者
対

策
を
す
べ
き
で
あ
る
。
ま

た
、
補
助
事
業
を
前
提
と

す
る
Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド

バ
ス
の
運
行
事
業
を
見
直

し
、
別
な
形
で
の
公
共
交

通
事
業
の
検
討
が
必
要
と

思
う
が
、
考
え
を
伺
う
。

答　

町
長　

現
時
点
で

は
、
本
町
に
と
っ
て
最
善

の
公
共
交
通
手
段
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

問　
令
和
７
年
度
運
営
実

績
と
年
度
末
見
込
を
伺

う
。

答　
町
長　
表
１
の
通
り

で
す
。

問　

交
付
金
に
つ
い
て
、

歳
入
見
込
額
は
当
初
予
算

よ
り
７
１
７
万
円
の
減
額

に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
理

由
と
不
足
額
の
処
理
を
ど

の
よ
う
に
す
る
の
か
伺

う
。

答　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

長　
一
月
の
実
績
報
告
確

定
後
で
な
い
と
国
の
交
付

金
、
補
助
金
額
が
確
定
し

な
い
の
で
、
そ
の
後
に
補

正
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

問　
予
算
が
不
足
し
た
ら

ＡＩオンデマンドバス
� 見直しの必要性を問う

答 町は最善の交通手段と認識

補
正
で
対
応
す
る
と
い
う

安
易
な
考
え
は
お
か
し

い
。
議
会
で
決
定
し
た
予

算
の
範
囲
内
で
運
営
で
き

る
よ
う
に
経
費
削
減
に
努

め
る
べ
き
。
考
え
を
伺

う
。

答　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

長　
３
月
補
正
で
説
明
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

問　
50
％
の
補
助
金
が
な

け
れ
ば
こ
の
事
業
の
継
続

は
困
難
だ
と
思
う
。
補
助

が
な
く
て
も
こ
の
事
業
を

進
め
る
の
か
。

答　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

長　
令
和
９
年
度
実
証
実

験
が
終
了
し
た
後
の
国
の

財
源
は
不
明
で
す
。
実
証

期
間
中
に
検
討
説
明
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

問　
事
業
の
見
直
し
で
施

設
は
建
て
な
い
と
し
た
。

４
千
万
円
で
購
入
し
た
事

業
用
地
と
借
地
契
約
し
た

土
地
は
ど
う
す
る
の
か
。

答　
生
涯
学
習
課
長　
現

状
の
通
り
駐
車
場
と
し
て

の
利
用
を
考
え
て
い
ま

す
。

問　
令
和
６
年
度
運
営
組

織
設
立
事
業
費
と
し
て
、

広
島
市
の
「
み
ら
い
株
式

会
社
」
に
、
４
８
１
万
円

支
払
っ
て
い
る
。
組
織
設

立
が
不
可
能
な
ら
ば
、
契

約
不
履
行
と
な
る
の
で
は
。

答　
生
涯
学
習
課
長　
設

立
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
そ
の
準
備
業
務
や

自
走
に
向
け
た
様
々
な
検

討
、
資
料
の
作
成
等
を

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
事
へ
の
支
払
い

で
す
。

問　
広
島
の
業
者
が
３
年

ス
マ
ー
ト
パ
ー
ク
用
地
の

�

今
後
の
利
用
法
は

答 

コ
コ
ッ
ト
の
駐
車
場
と
し
て
利
用
す
る

間
で
合
計
８
４
４
７
万
円

の
随
意
契
約
を
し
て
い

る
。（
表
２
参
照
）
地
元

の
業
者
で
は
出
来
な
か
っ

た
の
か
。

答　
生
涯
学
習
課
長　
同

社
は
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
継
続
し
て
関
わ
っ
て
き

た
経
緯
が
あ
り
、
業
務
内

容
に
精
通
し
て
い
る
事
か

ら
随
意
契
約
で
締
結
し
ま

し
た
。

問　
総
事
業
費
１
億
４
千

万
円
（
表
３
参
照
）
を

使
っ
て
、
残
っ
た
の
は
４

千
万
円
の
土
地
と
ノ
ウ
ハ

ウ
だ
け
。
今
後
の
活
用
法

を
伺
う
。

答　
生
涯
学
習
課
長　
ス

ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ナ
ー
育
成

や
企
画
立
案
な
ど
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
蓄
積
し
て
い
ま

す
。
来
年
度
は
協
力
隊
と

町
職
員
を
中
心
に
進
め
て

い
き
ま
す
。

一般質問の動画
をご覧いただけ
ます。

  三
み
村
むら
　正
まさいち
一　議員

別表　ＡＩオンデマンドバス事業費明細
単位：万円

令和 7 年度 事業費 交付金
補助金 利用料 一般財源

当初予算額 4,631 2,795 150 1,686

歳出見込額 4,605 2,078 135 2,392

差　　額 　▲ 26 　▲ 717 ▲ 15 706

そ
の
他
の
質
問
事
項

・�

町
の
財
政
運
営
等
に
つ

い
て

表２　みらい㈱業務委託契約明細　　　　　単位：万円
年　度 事業名 委託費 小　計 合　計

令和５年度
スポデジ振興プロジェクト
構想事業計画策定業務委託 385

3,963

8,447

スポデジ振興プロジェクト
支援業務委託 3,578

令和６年度
スポデジ振興プロジェクト

支援業務委託 2,956.8
3,493仮称スマートパーク基本計画

策定等業務委託 536.8
令和７年度 業務支援委託 991 991

表３　スマートパーク事業費明細　　　　単位：万円
５年度 ６年度 ７年度 ( 見込） 合　計

事業
ソフト事業 4,269 3,493 991 8,753
ハード事業 46 4,072 1,128 5,246
事業費合計 4,315 7,565 2,119 13,999

財源
交付金 1,925 1,701 671 4,297
地方債 0 3,040 150 3,190

一般財源 2,390 2,824 1,298 6,512
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町
政
を
問
う
（
一
般
質
問
）

非
受
益
者
か
ら
見
た
負
担
応
分
が

�

妥
当
か
ど
う
か
の
判
断
は

答 

様
々
な
場
で
の
住
民
の
意
見
を
反
映
し
て
い
く

問　
「
公
的
関
与
の
在
り

方
」
に
関
す
る
基
本
方
針

に
は
、「
民
間
で
で
き
る

事
は
民
間
に
委
ね
る
」、

「
費
用
対
効
果
の
効
率
性

の
重
視
」、「
負
担
の
公
平

性
の
確
保
」
の
３
つ
の
基

本
的
考
え
方
が
あ
る
。
こ

の
観
点
か
ら
、「
の
る
ー

と
矢
吹
」
事
業
に
は
、
ど

の
よ
う
な
検
討
が
加
え
ら

れ
た
の
か
尋
ね
る
。

答　
総
務
課
長　
民
間
で

は
交
通
弱
者
に
対
す
る
十

分
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
難

し
い
こ
と
か
ら
公
的
関
与

を
行
っ
て
い
ま
す
。「
費

用
対
効
果
の
効
率
性
の
重

視
」
に
関
し
て
、
民
間
活

力
を
積
極
的
に
導
入
す
る

と
い
う
点
で
町
内
タ
ク

シ
ー
事
業
者
導
入
が
当
て

は
ま
り
ま
す
。「
負
担
の

公
平
性
の
確
保
」
は
、
特

定
の
利
用
者
に
限
定
さ
れ

る
サ
ー
ビ
ス
に
は
適
正
な

費
用
負
担
を
求
め
る
と
い

う
こ
と
で
、
い
わ
ゆ
る
受

益
者
負
担
の
原
則
で
す
。

こ
ち
ら
も
実
証
実
験
の
結

果
を
も
っ
て
検
証
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

問　
費
用
対
効
果
に
関
し

て
効
率
性
は
十
分
に
確
保

し
て
い
る
と
の
認
識
か
。

答　
総
務
課
長　
現
段
階

で
は
費
用
対
効
果
は
な

く
、
つ
り
合
い
は
取
れ
て

い
ま
せ
ん
。
初
期
投
資
や

事
業
が
安
定
す
る
ま
で
の

間
は
収
入
と
の
バ
ラ
ン
ス

が
と
れ
な
い
の
で
、
実
証

期
間
を
通
し
て
検
証
し
て

い
き
ま
す
。

バス運行は費用対効果の
� 効率性に欠けるのでは

答 実証期間中に検証していく

問　

戦
後
半
世
紀
も
の

間
、
日
本
は
右
肩
上
が
り

の
経
済
拡
大
を
続
け
、
市

町
村
の
収
入
も
景
気
に
連

動
し
増
加
し
て
き
た
が
、

約
20
年
前
か
ら
地
方
交
付

税
が
抑
制
さ
れ
た
上
、
人

口
減
少
が
進
む
こ
と
に
よ

り
、
市
町
村
の
財
政
は
歳

入
全
体
が
減
少
す
る
時
代

に
な
る
。
経
営
の
最
適
化

を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く

の
か
。

答　
総
務
課
長　
公
的
関

与
の
在
り
方
の
見
直
し

や
、
第
７
次
行
財
政
改
革

大
綱
に
基
づ
く
事
業
の
統

廃
合
と
規
模
縮
小
を
も
っ

て
考
え
て
い
き
ま
す
。

問　
こ
の
最
適
化
に
関
し

て
、
受
益
者
で
な
い
方
々

か
ら
み
た
負
担
応
分
の
妥

当
性
を
ど
う
判
断
す
る
の

か
。

答　

総
務
課
長　

今
回
、

使
用
料
・
手
数
料
の
見
直

し
に
お
い
て
基
本
方
針
を

改
定
し
、
受
益
者
負
担
の

割
合
を
定
め
て
い
ま
す
。

必
需
性
が
高
く
市
場
性
が

低
い
場
合
は
ゼ
ロ
と
な
り

公
共
が
担
い
、
必
需
性
が

低
く
市
場
性
が
高
い
場
合

は
１
０
０
％
の
受
益
者
負

担
で
割
り
当
て
て
い
ま

す
。

問　
需
要
を
ど
う
把
握
す

る
の
か
。
町
民
と
の
情
報

共
有
や
意
見
の
反
映
を
町

政
懇
談
会
や
住
民
説
明
会

で
行
う
の
か
伺
う
。

答　
総
務
課
長　
町
内
３

か
所
で
、
そ
う
い
っ
た
場

を
設
け
る
こ
と
を
検
討
し

て
い
ま
す
。

  青
あおやま
山　英

ひで
樹
き
　議員

一般質問の動画
をご覧いただけ
ます。

一般質問の動画
をご覧いただけ
ます。

乗車運賃収入は905,000円。バス2台で1日約4,209円の運賃収入（バス1台で1日に約2,105円の運賃収入）

ＡＩ型オンデマンドバス「のるーと矢吹」運行日平均乗車人数の推移（人／日）
（令和７年１月１５日～令和７年１１月末日）
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ＡＩ型オンデマンドバス「のるーと矢吹」年代別利用件数（件）
（令和７年１月１５日～令和７年１１月末日）

７０歳代、８０歳代の方々の利用者が多いことは予想されていたが、当初
想定よりも若い世代なり予想外の各世代に利用者が分散されている。一人
の方が複数名の予約をすることがあるため、上記の乗車人数の合計と利用
件数は一致しない。

利用登録者数：516名
助成金額：4,075,000円
利用者負担額：累計で約1,983,000円　　　　　　　　　　　　　　　　　　
本事業では1回の利用につき500円を利用者に負担いただいている。
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子
ど
も
議
会

　矢吹町教育委員会主催、町および町議会の協力で、議場において矢吹町子ども議会が開催されまし
た。当日は、町内４小学校の６年生を代表して選ばれた20人の子ども議員の中から、５名の子ども議
員が一般質問を行った後、中学校を代表して選ばれた２名の子ども議員（３年生）が「矢吹創生学」の
授業で学習した「地域の課題とその解決方法」について発表と一般質問を行いました。
　この事業は子ども議員としての活動を通じ、行政や議会の役割を学び、地域の一員として課題解決の
ため、自ら町づくりに関心をもってもらうことを目的とします。

前半議長　藤
ふじ

井
い

　菜
な

々
な

さん（三神小学校） 後半議長　星
ほし

　結
ゆう

奈
な

さん（善郷小学校）

第19回 子ども議会開催第19回 子ども議会開催 11月18日

子ども議会一般質問問矢吹町吹奏楽団の設立について
　学校での働き方改革で小中学校の
部活動ができなくなっているので、
矢吹町の小学生が集まって一つの場
所で練習し演奏できる場所がほしい
です。

問美しい町づくりの推進について
　全校児童が一斉に地域内を清掃す
る時間をつくって活動したり、日程
をそろえて矢吹町内の小学生が一斉
清掃活動する時間をつくってもいい
のではないかと思います。

問三神地区の公園整備について
　外遊びしやすい公園が無いので、
新しい公園を作るか現在の公園を気
持ち良く使えるように整備してほし
いです。（特にトイレの改修、除草、
遊具の増設、日陰対策など）

問複合商業施設の設置について
　複合商業施設を設置することで、
買い物の手間や負担が減って町民の
満足度が高まり、より住みよい町に
なると考えます。

問交通安全や通学の安全対策などについて

　鍋内、原宿方部への街灯を増やし
ていただけると安心して夜の散歩が
できます。加えて鍋内方部にある消
火栓の標識が見えにくくなっている
ので、直していただきたいです。

問
　矢吹町の特産品を生かした新しい
商品を開発することが、矢吹町の活
性化につながると考えました。班員
で話しあった結果、『つぶつぶいち
ごみるく～矢吹開拓の恵～』という
ドリンクを考案しました。

問SNSを活用した町の情報発信について

　町のイベントや施設はたくさんあ
るにも関わらず行かない人が多いの
で、SNSを活用した情報発信の必要
性について班員の意見をまとめまし
た。

伊
い

藤
とう

　愛
あい

梨
り

さん
（善郷小学校）

鈴
すず

木
き

　結
ゆい

奈
な

さん
（善郷小学校）

蛭
ひる

田
た

　　楓
かえで

さん
（三神小学校）

野
の

崎
ざき

　航
こう

生
せい

さん
（矢吹小学校）

大
おお

和
わ

田
だ

愛
まな

美
み

さん
（中畑小学校）

柳
やぎ

沼
ぬま

　　駆
かける

さん
（矢吹中学校）

二
に

階
かい

堂
どう

結
ゆ

愛
あ

さん
（矢吹中学校）

特産品を使った商品開発による
町の活性化について
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子
ど
も
議
会
・
研
修

子ども議会議員のみなさん

　
10
月
20
日
、
郡
山
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま
に
お
い
て

大
正
大
学
地
域
創
生
学
部
の
教
授
を
講
師
に
迎
え
、「
地
方

議
会
・
議
員
の
役
割
と
議

会
改
革
の
必
要
性
【
住
民

自
治
の
根
幹
】
と
し
て
の

議
会
の
作
動
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
研
修
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
第
2
部
で

は
、「
今
後
の
政
局
や
政

治
展
望
」
に
つ
い
て
、
政

治
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
田

崎
史
郎
氏
に
よ
る
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

町
村
議
会
議
員
研
修
会

　
10
月
27
日
、
議
会
の
広

報
づ
く
り
研
鑽
の
た
め
に
、

広
報
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で

最
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
て

い
る
埼
玉
県
寄
居
町
議
会

を
研
修
先
と
し
ま
し
た
。

多
く
の
町
民
の
「
生
の
声
」

を
掲
載
し
、
視
覚
的
に
分

か
り
や
す
く
親
し
み
や
す

い
紙
面
作
り
は
大
い
に
参

考
と
な
り
ま
し
た
。

広
報
研
修
で
寄
居
町
訪
問

令和7年度矢吹町こども議会　こども議員名簿
役　職 議席番号 氏　名 ふりがな 所属

1番 鈴木　結奈 さん すずき　ゆいな 善郷小
議　長（後半） 2番 星　　結菜 さん ほし　ゆうな 善郷小

3番 橋本　結愛 さん はしもと　ゆあ 善郷小
議　長（前半） 4番 藤井　菜々 さん ふじい　なな 三神小

5番 蛭田　　楓 さん ひるた　かえで 三神小
副議長（前半） 6番 高久　奏音 さん たかく　かなと 中畑小

7番 土門　　新 さん どもん　あらた 中畑小
8番 芳賀　知優 さん はが　ちひろ 矢吹小
9番 関本　結菜 さん せきもと　ゆな 矢吹小

副議長（後半）10番 野崎　航生 さん のざき　こうせい 矢吹小
11番 安田しずく さん やすだ　しずく 善郷小

役　職 議席番号 氏　名 ふりがな 所属
12番 宮内　紫帆 さん みやうち　しほ 善郷小
13番 伊藤　愛梨 さん いとう　あいり 善郷小
14番 渡邊　勇成 さん わたなべ　ゆうせい 三神小
15番 一ノ瀬優衣 さん いちのせ　ゆい 三神小
16番 大和田愛美 さん おおわだ　まなみ 中畑小
17番 鈴木真結羽 さん すずき　まゆは 中畑小
18番 野田　将晴 さん のだ　しょうせい 矢吹小
19番 宍戸　琉晟 さん ししど　りゅうせい 矢吹小
20番 水野　航太 さん みずの　こうた 矢吹小
21番 二階堂結愛 さん にかいどう　ゆあ 矢吹中
22番 柳沼　　駆 さん やぎぬま　かける 矢吹中



編
集
後
記

　

大
寒
の
候
、
皆
様
に
お
か
れ

　

大
寒
の
候
、
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
ご
健
勝
の
こ
と
と
お

ま
し
て
は
ご
健
勝
の
こ
と
と
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

広
報
編
集
委
員
に
携
わ
り
早

　

広
報
編
集
委
員
に
携
わ
り
早

く
も
二
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て

く
も
二
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て

お
り
ま
す
。
町
民
の
皆
様
に
分

お
り
ま
す
。
町
民
の
皆
様
に
分

か
り
や
す
く
魅
力
的
な
広
報
誌

か
り
や
す
く
魅
力
的
な
広
報
誌

を
目
指
し
努
力
し
て
お
り
ま

を
目
指
し
努
力
し
て
お
り
ま

す
。
す
。

　

昨
年
は
、
全
国
町
村
議
会
議

　

昨
年
は
、
全
国
町
村
議
会
議

長
会
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
最

長
会
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
最

優
秀
賞
を
何
回
も
受
賞
さ
れ
て

優
秀
賞
を
何
回
も
受
賞
さ
れ
て

い
る
埼
玉
県
寄
居
町
へ
研
修
に

い
る
埼
玉
県
寄
居
町
へ
研
修
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
多
く
の
住
民
の
皆
様
が
登

た
。
多
く
の
住
民
の
皆
様
が
登

場
し
て
い
る
広
報
誌
は
、
と
て

場
し
て
い
る
広
報
誌
は
、
と
て

も
す
ば
ら
し
く
感
銘
を
受
け
ま

も
す
ば
ら
し
く
感
銘
を
受
け
ま

し
た
。

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
参
考
に
さ
せ
て

　

こ
れ
か
ら
も
参
考
に
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
精
進
し
て
ま
い
り

い
た
だ
き
、
精
進
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

た
い
と
思
い
ま
す
。

��

（
文
責　

梅
宮
美
和
子
）

（
文
責　

梅
宮
美
和
子
）

発
行
／
福
島
県
矢
吹
町
議
会　
　
編
集
／
議
会
広
報
編
集
委
員
会

創
刊
／
昭
和
52
年
６
月
１
日　
　
印
刷
／
矢
吹
タ
イ
ム
ス
印
刷

や
ぶ
き
議
会
だ
よ
り

〒
９
６
９
ー
０
２
９
６　
福
島
県
西
白
河
郡
矢
吹
町
一
本
木
101

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
０
２
４
８
）
42
ー
２
１
１
８　
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
２
４
８
）
42
ー
２
５
８
７

Ｅ
メ
ー
ル
：gikai@

tow
n.yabuki.fukushim

a.jp

令和8年
210号

議
会
広
報
編
集
委
員
会

発
行
責
任
者

�

議
　
　
長
　
藤
井
　
源
喜

�

委
員
長
　
冨
永
　
創
造

�

副
委
員
長
　
梅
宮
美
和
子

�

委
　
　
員
　
小
島
　
紀
子

�

　
〃
　
　
　
芳
賀
　
慎
也

�

　
〃
　
　
　
髙
久
　
美
秋

�

　
〃
　
　
　
鈴
木
　
浩
一

二
十
歳
を
祝
う
集
い
実
行
委
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長
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さ
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二
十
歳
を
迎
え
て

みんなのひろば
　

家
族
や
地
域
の
皆
様
に
見
守
ら
れ
、
こ
う
し
て

二
十
歳
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
、
大
変
嬉

し
い
限
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

中
学
校
卒
業
以
来
に
再
会
す
る
恩
師
や
友
人
と

の
時
間
は
、
非
常
に
感
慨
深
い
も
の
で
し
た
。
共

に
励
ま
し
あ
い
な
が
ら
力
を
尽
く
し
た
部
活
動
、

給
食
後
の
睡
魔
に
耐
え
な
が
ら
受
け
た
授
業
、
不

安
と
期
待
を
胸
に
い
そ
し
ん
だ
受
験
勉
強
な
ど
、

学
生
時
代
の
様
々
な
日
々
を
思
い
出
す
、
か
け
が

え
の
な
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
多
く

の
思
い
出
を
矢
吹
町
で
育
む
こ
と
が
で
き
た
こ
と

は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
大
切
な
宝
物
で
あ
り
、
誇

り
で
あ
り
ま
す
。

　

二
十
歳
と
い
う
人
生
の
一
つ
の
節
目
を
迎
え
、

こ
れ
ま
で
を
振
り
返
る
と
、
た
く
さ
ん
の
支
え
が

あ
っ
て
こ
そ
の
今
の
自
分
が
あ
る
の
だ
と
改
め
て

実
感
し
、
感
謝
の
気
持
ち
で
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な

り
ま
す
。
一
人
で
は
決
し
て
こ
こ
ま
で
歩
ん
で
く

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
、
今
、
身
に
染
み
て

感
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
胸
に
、

私
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
道
に
進
み
精
一
杯
努
力
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
感
謝
を
忘
れ
ず
、
自
分

ら
し
く
前
へ
進
ん
で
い
き
ま
す
。

次回議会のご案内

◎議会傍聴はどなたでもできます。
　申し込み不要。直接役場３階議場へおいでく
ださい。　
　詳しくは町議会事務局にお問い合わせください。
   TEL：0248－42－2118
Ｅ-Mail：gikai@town.yabuki.fukushima.jp

３月定例会
３月６日㈮	 午前10時　開会

一般質問
３月９日㈪、10日㈫� 午前10時予定

●�12月議会の傍聴者は合計11名でした。
　傍聴誠にありがとうございました。

アンケートにご協力ください
議会だよりに対する
ご意見・ご感想をお
寄せください。

二十歳を祝う集い二十歳を祝う集い


